
中山町の過去の事例を取り入れた気象災害学習の指導の工夫 

中山町立中山中学校  教諭 鈴井 景子 

 

１．はじめに 

本校では、「自己決定と対話のある学びを通した表現力の育成」を研究テーマに、これまで５年間研

究を進めてきた。自己決定とは、①課題に対して自分の考えや思いをもつこと。②学習課題解決の見

通しを自分でもつこと。③学習交流後に再構築した自分の考えや思いをもつこと。対話とは、①他者

の考えや思い、行いを自分の言葉で説明できること。②自分の考えや思い、行いとの相違点や共通点

を見つけて表現できること。③教材とじっくり向き合い学習課題解決を目指せること。表現力とは、

基礎的・基本的な知識・技能を活用して学習課題に取り組み、その学習過程やまとめにおいて自分の

考えや思いを表す力と共通認識をしている。これまでの研究の成果と課題をもとに、今年度は「単元

構成の工夫」「振り返りの場面の設定と工夫」の２つの視点を設定し、教科を中心に研究を進めた。 

中山町は、最上川の南側に位置し過去に何度か水害に見舞われている。令和元年１０月の台風１９

号（下写真）においても、累加雨量が７３ｍｍ、水防団待機水位の０.９ｍ近くまで上昇し、避難所も

開設された。また、本校では総合的な学習の時間において、防災学習（２年生の課題「私たちの町は

私たちで守る」避難所運営訓練）に力を入れて行っている。中山町で実際に起こった気象災害の資料

や天気図を利用して学習することは、ねらいである、中山町の自然災害についての理解や防災に対す

る知識や技能を身につけること、災害に対する的確な思考・判断ができることに役立ち、生徒の理解

を深めるものであると考え、実践を行った。 
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２．指導案         第２学年３組 理科学習指導案 

                         令和元年１１月１５日（金） 
                             男子１５名 女子１５名 計３０名 

                             指導者 鈴井 景子     

Ⅰ 単元 気象とその変化 

Ⅱ 目標 

 １．身近な気象の観察、実験などを行い、その観測記録や資料を基に、気象要素と天気の変化の関係

に着目しながら、天気の変化や日本の天気の特徴を、大気中の水の状態変化や大気の動きと関連付

けて理解するとともに、それらの観察、実験に関する技能を身に付ける。   （知識および技能） 

 ２．気象とその変化に関する自然の事物・現象について、見通しをもって課題を解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則

性や関係性を見いだし、それを説明できる。また、台風や前線になどによる大雨・大雪や強風によ

る気象災害の原因を天気の変化や日本の天気の特徴と関連付けて説明できる。 

                                （思考力、判断力、表現力等） 

 ３．身近な気象現象に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり、振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとする。                （主体的に学習に取り組む態度） 

Ⅲ 指導に当たって 

１．教材観 

  小学校では、第４学年で「天気による１日の気温の変化や水の自然蒸発と結露」、第５学年で「雲と

天気の変化や天気の変化の予想」について学習している。 

 天気や気象現象は、野外で部活動ができるか、自転車通学ができるか、登下校時に傘を持参するか

など、生徒の日常生活と結びついている。また、周りを見ると、冷たいコップに水滴がつく現象や、

霧、霜ができることなど様々な空気に含まれる水をめぐる気象現象がよく起こっている。さらに、私

達は、日常生活の中で、テレビや新聞などを通して、天気予報などの情報を利用している。天気に関

する学習は、理科の中でも生活に密接につながっている教材であるといえる。そのような中で、気象

現象についての仕組みを理解し、知識を身につけ、天気図や資料から気象データを分析して解釈し表

現できるようになることは、天気を予測することや気象災害から身を守ることにも役立てることがで

きる教材である。 

 ２．生徒観 

 生徒は、理科に対する興味関心が高く、活動することに一生懸命である。特に、実験の結果を予想

通り出したときや、なぜそのようになるのか結果の根拠がわかったとき、また班の仲間と協力して

活動ができたときなどに理科の楽しさを見いだしている。反面、考察やまとめの場面で自分の考え

をまとめることの大切さに気付いてはいるものの、既習事項と結び付けてまとめることや、規則性

や関係性を見いだしてまとめることに難しいと感じている生徒も多い。 

 テレビなどで天気予報を見ている生徒が多いが、降雨や気温などの必要な情報を得るだけで、今

日はなぜ雨が降るのかなどの説明に注目している生徒は少ない。また、興味を持っている気象現象

のこととしては、台風や雪、雲、集中豪雨などで、近年増えている台風や大雨の災害に関連すること

が多い。 

  本単元と理科の学習について、生徒のレディネスは以下の通りである。 

（１）気象について    

  ①天気予報をよく見るか。 

    よく見る１６人、ときどき見る９人、たまに見る４人、ほとんど見ない１人 

  ②天気予報を見る時にキャスターの解説も聞くか。 

    聞く６人、ときどき聞く１０人、あまり聞かない１１人、ほとんど聞かない３人 

  ③気象のことで興味あることは何か。（複数回答） 

    台風１５人、雪１２人、雲１０人、集中豪雨１０人、気象災害６人、風５人、雨５人 

    気象観測、湿度、高気圧・低気圧、前線３人、気温、気圧、天気図２人 



（２）理科の学習について 

  ①授業の「まとめ」を、学習した理科の言葉を使って自分の力でまとめることができるか。 

     できる２人、少しできる２１人、あまりできない７人、できない１人 

  ②授業の「まとめ」を、学習した理科の言葉を使ってまとめるとき、班やクラス全体での話し合 

   いが、自分の考えを深めたり正しくしたりするのに、役に立っていると思うか？ 

     とても思う１６人、思う１２人、あまり思わない１人、思わない０人 

  ③理科が楽しいと思うとき 

   ・実験で予想通りの結果を出せた時 １１人  

   ・班のみんなで協力できたとき、わからないところを教えてもらったとき ５人 

   ・しくみや理由を考えるとき、わかったとき １０人  

   ・理科の言葉を使ってまとめたり説明できたりしたとき ４人 

   ・学習したことが生活と結びついたとき ２人 

  ④理科が難しいと思うとき 

   ・理科の言葉を使ってまとめたり説明したりするとき １０人 

   ・覚えることが多いときや言葉が似ていて違いが理解できないとき ７人 

   ・計算するとき６人 

   ・結果が予想と大きく違うとき １人    

３．指導観 

 本校の研究テーマ「自己決定と対話のある学びを通した表現力の育成」を受けて、本時での「表現

力」がついた生徒の姿を以下のように考える。 

 気象災害が起きた天気図と資料を分析し解釈して、気象災害が起きた理由をまとめ、説明するこ

とができる。 

  今年度の研究の重点 視点１ 単元構成の工夫 

 近年、地震や気象による災害が、日本のあちこちで毎年のように起こっている。中山町も例外では

なく、その地形から地震や気象による災害がいつ起きてもおかしくない地域である。本単元では、単

元の最後に、台風や前線になどによる大雨・大雪や強風による気象災害について調べさせ、天気の変

化や日本の天気の特徴と関連付けて理解させる、「気象災害」を扱う。そこで、過去の中山町で起こっ

た気象災害と今年日本で起こった気象災害を取り上げ、身近に起こりえることを意識させる。本時で

は、その４時間目として、平成２５年７月１８日に低気圧による大雨で起こった、あおば地区や新町

地区の一部が浸水した災害を扱う。 

また、本校では総合的な学習の時間において、防災学習（２年生の課題「私たちの町は私たちで守

る」避難所運営訓練）に力を入れて行っている。中山町で実際に起こった気象災害の資料や天気図を

利用して学習することは、ねらいである、中山町の自然災害についての理解や防災に対する知識や

技能を身につけること、災害に対する的確な思考・判断ができることに役立ち、生徒の理解を深める

ものであると考える。 

視点２ 「振り返り」の場面の設定と工夫 

レディネスや県学力状況調査（記述の無答の生徒が県平均より多いこと）でも見られるように、理

科の見方、考え方を働かせて、考察やまとめを文章でまとめることを苦手とする生徒が多い。そのた

め、４月より、授業や単元での振り返りの場面で、理科の言葉を正しく使うこと、また、課題に正対

したまとめになることを意識し、学習プリントを工夫しながらていねいに指導してきた。 

 本時では、はじめに天気図や資料から気象現象（データ）の読みとりを行う。読みとった気象現象

（データ）が災害に関係するかを整理してから気象災害が起きた理由をまとめさせる。そして、まと

めの場面では、まとめた文章が正しいかどうかを、全体での発表とグループで確認し合う活動を行

い、一人ひとりの表現力を高めたいと考えた。 

また、終末では、気象災害の学習の振り返りを行い、単元を通した気象の学習が、災害の学習と結

びつくことや役立つことに気づかせたい。 



Ⅳ 指導計画と評価 
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時

間 

ねらいと主な学習活動 観点および重点評価基準（評価方法）・具体的な評価の進め方や基準とする生徒の行動や状態 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

10 １．気象観測と雲のでき方 

・気象観測方法や記録のしかたを身に付け、観測記

録から気温、湿度、気圧、風向などの各気象要素の

変化の関係を見いだして理解する。 

・霧や雲の発生実験についての観察、実験を行いそ

のでき方を気圧、気温及び湿度の変化と関連付けて

理解する。 

・気圧と風の関係を理解する。 

・気象観測の基本操作を習得

し、気象観測の結果を正しく

記録することができる。 

・空気中の水蒸気が水滴に変

わるときの変化、雲のでき方

について説明することがで

きる。（活動の様子、発言内

容、学習プリント） 

・気象観測の結果から、課題を

見いだし、自らの考えをまと

め、表現している。 

・雲や霧などの発生と気温、飽

和水蒸気量、露点、湿度を相互

に関連づけ、自らの考えを導

き表現している。 

（発言内容、学習プリント） 

・気象現象に進んで関わ

り、科学的に探究しよう

としている。 

・空気中の水蒸気が水滴

に変わる事象を、日常生

活との関連でとらえ、科

学的に探究しようとして

いる。（活動の様子、学習プリント） 

４ ２．前線とそのまわりの天気の変化 

・前線通過の際の気温、湿度、気圧、風向、天気の

変化、雲の種類などの観測結果から、前線の通過を

暖気と寒気の動きに関連づけて理解する。 

・前線の種類と構造について、観測の結果や実際の

降雨のようす、気温の変化、風向の変化を関連づけ

て理解する。 

・気団や前線の種類、でき方、

つくり、記号について理解

し、知識を身につけている。 

・前線が通過したときの気象

要素の変化をグラフから読

みとることができる。 

（発言内容、学習プリント） 

・前線の形成について、実験の

結果から、自らの考えをまと

め、表現している。 

・寒冷前線や温暖前線の通過

にともなう天気の変化を推論

し表現している。 

（発言内容、学習プリント） 

・前線や前線の通過にと

もなう天気の変化を、日

常生活と関わりで見よう

とする。 

（活動の様子、学習プリ

ント） 

４ ３．大気の動きと日本の天気 

・日本の天気の特徴を、天気図や気象衛星画像の変

化から、日本の天気に影響をあたえる気団や偏西風

と関連づけて考察する。また、日本の天気は大陸の

影響を受けながらも海洋の影響を大きく受けてい

ることを理解するとともに、太陽のエネルギーが大

気を動かしていることを理解する。 

・天気を予測できる。 

 

・春と秋、冬、梅雨、夏の天

気の特徴、また台風の特徴を

説明することができる。 

・天気図や気象衛星の雲画像

を活用し、天気の特徴を読み

とることができる。 

（活動の様子、発言内容、学

習プリント） 

・四季の天気の特徴を、大気を

動かすエネルギーに関連づけ

て考察し表現している。 

・天気の変化の予想について、

目的意識をもって話し合い、

自分の考えをまとめ、表現し

ている。 

（発言内容、学習プリント） 

・既習事項や生活体験を

もとに、日本の天気の特

徴を、日常生活と関わり

で見ようとする。 

・四季の天気の特徴を大

気の動きとの関連でとら

え、科学的に探究しよう

としている。 

（発言内容、学習プリント） 

４ 
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時 

４

／

４ 

４．自然の恵みと気象災害 

・気象現象がもたらす降水などの恵み及び気象災

害について、これらを天気の変化や日本の気象と関

連付けて説明する。 

・今年の気象災害の事例や過去の中山町の気象災

害の事例から、気象災害が起きた原因を説明する。 

・気象災害が起きた今年の事

例や過去の中山町の事例の

天気図や資料から気象デー

タを読み取ることができる。

（活動の様子、発言内容、学

習プリント） 

・気象災害が起きた原因を、天

気図や資料を分析し解釈し

て、話し合いを通して自分の

考えをまとめ、表現している。

（発表内容、学習プリント） 

・自分たちの住む場所の

気象災害について、科学

的に探究しようとしてい

る。（活動の様子、学習プ

リント） 



Ⅴ 本時の指導 

１．目標  気象災害が起きた原因を、天気図や資料を分析し解釈して説明することができる。 

２．指導過程 

学習活動 主な発問（○）と指示（●） 

予想される生徒の反応（・） 

評価（○）支援（●） 指導上の留意点 

（○研究テーマとの関連） 

１．本時の課題 

を確認する。 

（一斉） 

 

 

２．天気図や資

料、から、気象

現象（データ）

を読みとる。 

(グループ→一斉) 

 

 

 

 

 

３．本時のまとめ 

をする。 

 （一斉→個） 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返りを行

う。（個） 

 

●過去に中山町で起こった気象災害の写真を見てみよう 

○この日、中山町ではなぜ洪水が起きたのだろうか。 

 

 

 

○洪水の原因を説明するために必要な気象の資料、情報は

何か。 

・天気図  ・衛星写真  ・降水量 など 

○資料からどんな気象現象（データ）を読み取れるか。 

・大雨が降った。 

・降水量 ７時間で 100ｍｍ以上。 

・南に高気圧がある。北に低気圧 

・南から暖かく湿った空気が流れ込んでいる。 

●発表しよう。 

 

○気象災害が起きたときの、大雨の原因となる気象現象に

は何があったか。 

 ・梅雨前線が長い時間停滞する ・台風が接近する  

 ・暖かく湿った空気が流れ込む ・大気が不安定になる 

●読み取った気象現象（データ）を使って、中山町で洪水が

起きるほど大雨になったのかをまとめよう。 

●気象予報士になって発表しよう。 

●みんなの発表を聞いて、自分がまとめたものを確認し、つ

け足したり直したりしよう。 

 

●「気象災害はどのような気象現象で起こるのか。」 

 気象災害の学習を通して、おもしろかったこと、難しかっ

たことをまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●資料の見方がわかるか、正しく

読み取ろうとしているか、机間指

導を行う。 

○資料からわかる、気象現象（デー

タ）を正しく読みとっているか。 

 

 

●大雨の原因となる気象現象を確

認する。 

 

 

○気象災害が起きた理由を大雨の

原因となる気象データを使って正

しくまとめているか。 

●机間指導を行い、つまずいてい

る生徒に支援する。 

 

 

 

○中山町で気象災害が起きたとき

の天気図、資料で大雨になった理

由を考えていく。（視点１） 

・Ｈ２５年７月１８日の気象災害

の様子の写真、新聞記事などの資

料を提示する。 

・地形的要因は洪水の理由にしな

いことを確認する。 

・グループで話し合わせる。 

・気象災害になった理由を説明す

るために、大雨の原因となる気象

現象を正しく読みとらせる。 

・電子黒板を使って天気図などを

映し説明させる。 

 

・前時まで学習した、気象災害が起

きた事例の原因を確認する。 

 

 

 

○自分や仲間の間違いがないか確

認しながら、気象災害が起きた理

由を正しくまとめさせる。 

（視点２） 

 

・時間があれば振り返りを発表さ

せる。（視点２） 

中山町で洪水が起きるほど大雨になったのはなぜか。 

 ‐気象現象（データ）を読み取り説明しよう-  



Ⅵ 「気象災害はどのような気象現象で起こるのか」のルーブリック 

 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

知識・技能 

・気象災害が起きた今年の

大雨の事例や過去の中山町

の大雨の事例の天気図と資

料から気象データを読み取

り指摘できる。 

気象現象（データ）から、

大気の状態を考え、雨のよう

すを指摘できる。 

災害の原因となる気象現

象（データ）を選択し、指摘

できる。 

気象現象（データ） 

・天気、気圧、風向、風力 

・前線、・低気圧、高気圧 

・雲の様子 ・降水量 

を見つけることができる。 

気象現象（データ） 

・天気、気圧、風向、風力 

・前線、・低気圧、高気圧 

・雲の様子・降水量 

を見つけることができな

い。 

思考・判断・表現 

 気象災害が起きた理由を

天気図や資料から、分析し

て解釈し、話し合いを通し

て自分の考えをまとめ、表

現している。 

話し合いを通し、災害にな

った理由を正しくまとめる

ことができ、自分や仲間の間

違いを指摘できる。 

読み取った気象現象（デ

ータ）を使って、災害になっ

た理由を正しくまとめるこ

とができる 

読み取った気象現象（デ

ータ）を使って、災害になっ

た理由をまとめることがで

きる。 

気象現象（データ）を使っ

て、災害になった理由をま

とめることができない。 

 

 

 

授業の様子から                                              授業後の分科会から 

 

（生徒の声を聞く） 
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３．学習プリント・資料  ４．「自然の恵みと気象災害」 
①１時間目 S４２．８．２６～２９ 羽越豪雨 
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②２時間目 R１．１０．１０～１３ 台風１９号 
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Ｒ１．１０．１３ 台風１９号 

       左沢線・国道１１２号線 長崎大橋下 最上川河川敷 
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③３時間目 H２６．７．９～１０  梅雨前線による大雨  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
H２６．７．１０ 

国道１１２号線 長崎大橋下 最上川河川敷 
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④４時間目 本時 H２５．７．１８ 低気圧による大雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤ
マ
ザ
ワ
北
側 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 

あ
お
ば
交
差
点 

  

国
道
一
一
二
号
線 

 

長
崎
大
橋
下 

最
上
川 
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４．授業後の分科会から               

（１）生徒の声を聞く  

・今日の授業の感想 単元全体、または今日の授業 

(K)前線や気圧配置・台風の影響で天気が変化することがわかっ

ておもしろい。 

(T)昨日の天気図では前線があって納得できたが、今日の授業で

は天気図に前線がなかったので、自分の考え方を変えていか

なくてはいけなかった。 

(R)天気全体の学習を通して、これまでの学習が今日の学習につ

ながっていたので、自分の考えはまだ点になっていたので、

先生のアドバイスでなるほどと感じた。 

・学習したことが役立つと感じたことは？ 

(K)偏西風低気圧とか高気圧とかニュースで出てくるのだが今

まではその意味がわからなかったが、意味がわかると天気に

ついて深く知ることができた。 

(T)１９号の災害もそうだが、なぜそのような災害が起こったの

かを、天気図から低気圧と高気圧が関係してしているなどと 

考えようとすることができるようになった。 

・今日の授業では？ 

(R)今日の授業は昨日の授業の前線がないヴァージョンで、昨日の学習をしっかり理解して取り組むことが大切だ

と思った。高気圧から低気圧への風の吹き方を見落としていて、自分でつなげて課題を解決することができな

かった。先生のアドバイスのおかげで気づくことができ、考えが深まっていった。 

(K)風の吹き方がうまく結びついた。 

(T)大気が不安定と言うことばを先生からのアドバイスで班の中で考えることができた。 

・データから読み取る、それをもとにまとめる活動だったが特に気をつけていることは？ 

(K)理科用語をたくさん正しく使ってまとめていく事。 

(T)自分の考えを押し通すのではなく、友達の意見を聞いて自分の意見をまとめるようにした。 

(R)主語と述語がごっちゃになることがあるので、伝いたいことを明確にして、班の意見と自分の意見を混ぜなが

らまとめることを心がけている。 

・理科用語や基礎的知識を家庭学習でどのように積み重ねているか？ 

(K)ワーク、教科書、理科ノート、３分前プリント(先生の自作)を活用している。 

・自分の身近なところで意識するようになったこと 

(K)久々に天気予報を見ようと思うようになった。 

(T)天気図を見たときにどんな天気になるのかなと自分から考えるようになった。 

(R)天気の子の映画をもう一度見ようと思った。 

（２）自評  視点１・視点２に関して 

視点１「単元構成の工夫」 

本時の授業はこれまでの気象の学習をもとに考えていく全くの発展の学習である。天気の学習を使

っていかに頑張れるかという教材である。１時間目は羽越水害についてさまざまな資料を提示してい

った。２時間目は台風１９号での最上川の様子から、中山町の洪水予想、ハザードマップの学習、３

章の振り返りから 
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時間目は平成２６年の最上川の水位が増えるほどの大雨の原因、そして４時間目が本時という単元構

成を組み、生徒の考えを深めていった。この４時間の授業の始めに、指導案にある、ルーブリックを

生徒に提示している。 

視点２「振り返りの場面の設定と工夫」 

本時では、班でまとめた大雨の原因の発表で授業を終えたが、精一杯考えた生徒の言葉を大切にし

たいと思い、気象庁がまとめた大雨の原因を示さず、生徒のまとめた言葉で授業を終えるようにした。

また、単元の最後の授業で、単元の全体の振り返りを行う予定であったが、気象データの読み取りに

時間をかけたため、振り返りができなかった。次時に、今日の振り返りを発表し合い、単元を終えた

い。毎日の授業においては、１時間毎の振り返りと、単元の章ごとの振り返りを行って、生徒の書く

力をつけるように心がけている。 

（３）指導していただいた内容、ご助言 

視点１「単元構成の工夫」 

・ルーブリックの効果は？ 

 理科の言葉を使って説明することの大切さに結びついていると思う。まだ、十分に活用されている

段階ではない。 

・ルーブリックは、学習内容を示すシラバスで、細かいものである。生徒に配布するのであれば、この

ようなものでも十分である。本校版ルーブリック（自分たちでアレンジしたもの）をどう活用するか

は課題であるだろう。 

・単元の導入はどのような授業を行ったか？ 

 今年の天気図を使った。季節毎、また災害が起こった天気図を数枚選び生徒に配布した。また、ニ

ュースの天気予報の VTR を見せながら、天気図を使い、なぜ、そのような天気になるのか、気象予報

士になったつもりで説明できることが、この単元の大きなねらいであることを生徒に課題として示し

た。 

・気象分野が大好きである先生の興味が生徒に伝わっている。どのように単元構成にしていくかがよく

考えられていて、生徒もくいつきやすく課題に対してよく考えていた。 

・本時の天気図は大雨の原因を考える上で難しいものであるが、生徒がまとめたものの評価はどう考え

るか。低気圧が１８時間とどまったところにもっとふれるべきであったのはないか。 

・説明に必要な気象現象として「高気圧」が出てきたが、「高気圧が必要なのか」というつぶやきもあ

った。それを取り上げていくことで授業も深まったであろう。 

視点２「振り返りの場面の設定と工夫」 

・本時のまとめの天気図を使って説明する場面では、使う理科の言葉に線を引くなどして確認すると良

かった。 

・班で考えを交流することで、活発な意見が出ていた。 

・研究紀要より、振り返りは授業の導入にもあると書かれてあるがなるほどと思った。 

これまで学習した知識を引っ張り出すという振り返りもある。毎時間の振り返りだけでなく、数時間

分の授業のまとめとして、振り返りを重視する時間があっても良いのではないか。 


